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S2　1．試　　布
緒 言

　アントシアニンは，ピンク，赤，紫，青系の花色の原

因になっているアントシアンの配糖体で花弁中に多く存

在している色素である．鮮麗な花の色を衣服に染め付け

たいと思う人々の気持ちが，染色の原点であったとも言

われていて，多くの先人がこれを試みたと考えられるが，

花による染色または花色素の染色性についての学術文献

は全く見当らない．そこで花色素の生理，生化学の研究

書1）2）などから，色素自体の性能を学びρ）色素の単

離精製は，一東京学芸大学武田幸作博士のご指導ご助言を

いただき，花色素の染色性の解明と，その他利用の研究

を始めた．花弁色素の染色性は，生花弁，乾燥花弁，精

製配糖体，アグリコンの4態について調べたが，5）本報

告は生花弁，乾燥花弁の場合について報告する．

　実験材料には，球根生産のために開花後間もなく摘花

廃棄するチューリップ花弁のうち，アントシアニンの含

有量が多い濃赤紫色，真紅の2品種を選び，アグリコン

の状態が異なるカーネーションと，花しょうぶの計4種

の花弁を用いた。
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　1．試　布

　表1の多繊交織布は，各種繊維に対する染色性を検索

するために用いた．また最も濃色に染着した試布であっ

た単一繊維の絹布の組成を示した．絹染布は，染色堅ろ

う度試験，測色用試料に用いた．
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2．花　弁

　1）チューリップ：濃赤紫色（品種…クィーン・オ

　　ブ・ザ・ナイト），濃赤色（品種…キャシニー）

　何れも1990年富山県砺波市花卉球根組合付近で採

　　取．

　2）カーネーション：真紅（品種…スケニア，1990

　　年4月，市販品使用）

　3）花しょうぶ：濃青紫色（1990年，埼玉県行田市

　　石久保宅庭で採取）

＊服飾美術学科　＊＊服飾美術科

　以上の生花弁で何れも開花後1週間以内に摘花し，花

弁を水洗，さらに蒸留水で洗浄して用いた、

　乾燥花弁は，生花弁冷凍→凍結乾燥（真空凍結乾燥機

OFD－2FS型）→粉砕（サンプルミルSK－M10型）

→冷蔵庫内に保管し，随時使用した、

　各花弁の色素本体（アントシアニジン）を図1に示し

た、
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クィーン・オブ・ザ・ナイト
表2．花弁の種類，使用量，試布および水量
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使用花弁の成分色素（アグリコン）

　3．薬　剤

　塩酸，酢酸，酒石酸，硫酸，クエン酸，メタノール，

重炭酸ナトリウム，酢酸銅，重クロム酸カリ，木酢酸鉄

　4．実験方法

　　1）予備試験

　　　・試布：多繊交織布

　　　・花色素の状態：生花弁，乾燥花弁

　　　・染浴pH：2．0，3。0，4．0，510，6．0（それぞれ±0．1）

　　　・染浴調整の酸：酒石酸，塩酸，硫酸，クエン酸，

　　　　　　　　　　　酢酸

　　　・染色温度（℃り：室温（25～30），40，50，60，

　　　　　　　　　　　　80，100

　　　・染色時間（分）：20，40，60，120

　　　・浴比：30：1

　これらの各条件で染色し，染色性（色相）良好な繊維

を抽出し，その単一繊維を同じ条件で染色した．4種の

花弁とも生花弁と，乾燥花弁粉末の使用9数，蒸留水量，

試布重量は表2のようである。

クィーン；クィーン・オブ・ザ。ナイト

　　2）生花弁による単一繊維布の染色方法

　　　・試布：絹2．59

　　　・生花弁：表2に示す各花弁の9数

　　　・蒸留水：表2に示すiri（1

　　　・染浴pH：3．0士0．1（生花弁pH　5．0～5．1）

　　　・染浴pH調整の酸：3％　HCI

　　　・染色温度（℃）：25±2

　　　・染色時間（分）：60

　生花弁，蒸留水をミキサー（東芝MX－470　GN型）に

投入，30～60秒粉砕し，3％HC1でpHを調整，ビーカ

ー又は厚手のビニール袋に移して試布を入れ，かきまぜ

ながら処理，この操作を2回繰り返す．

　媒染方法

　　・媒染剤：酢酸銅，重クロム酸カリ，木酢酸鉄（何

　　　　　　　れも1％溶液）

　　・媒染温度（℃）：26±2（室温）

　　・媒染時間（分）：30

　　・浴比：100：1

　乾燥した染色布を洗わずに媒染剤液に浸漬し，処理後

十分水洗，乾燥した．

　　3）乾燥花弁による単一繊維布の染色方法

　　　・試布：絹2，59

　　　・乾燥粉末：表2に示す各花弁の9数

　　　・蒸留水：表2に示すme

　　　・染浴pH：3．0±0。1

　　　・染浴pH調整の酸：3％HCl

　　　・染色温度（℃）：50

　　　・染色時間（分）：60

　ビーカー又は厚手のビニール袋に処理液と布を投入し，

所定時間，温度で処理する．

　媒染方法

　　・生花弁の場合と同様に行う．
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5．染色布の試験項目

　1）染着色相の測色：XYZ，xy，マンセル記号，

　　Xy値でCIE色度図に色座標を定め主波長を求め

　　た．（測色機…SMカラーコンピューターSM4型）

　2）分光反射率曲線測定：特に媒染による色相変化

　　を，反射率曲線で確かめた．（日立自記分光光度

　　計323型）

　3）染色堅ろう度試験：

　　J　1　S－　L－　0844－’86　洗たくに対する堅ろう度試

　　　　　　　　　　　　験（B－1号）

　　J　1　S・一一　L－一　0848　・一・’78　汗に対する堅ろう度試験

　　　　　　　　　　　　（A法）

　　JIS－L－　0842　一’88　カーボンアーク灯光に対す

　　　　　　　　　　　　る堅ろう度試験（第2露光

　　　　　　　　　　　　法）

原因を探った．

　古くから植物染料によって緑色を染めるには藍の青色

と，うこん等の黄色系染料との混合（二浴染め）染色を

行っていた．実験に用いたチューリップ花弁成分中には，

黄色のフラボノールの配糖体ルチンも存在している2≧花

弁中のアントシアニンは，金属元素との錯化合物を形成

し，これが青色を呈することは1919年に柴田2）らが主張

している．ルチンは金属元素によって変色はしないが，

成分中にアントシアニンとルチン歩共存する花弁は，媒

染し金属元素との結合操作によって，アントシアニンは

青色となり，ルチンは黄色のままで布上で混色して，人

の目には染布が緑色に見えるものと考えた．そこで表5

に示すアントシァニジンとルチンの色素の混合割合で布

を染めて測色し，反射率曲線（図6）を求めて色相を解

表5．デルフィニジンとルチンの混合染色の条件

結果と考察

　1．測　色

　表3にチューリップ2品種の生花弁，乾燥花弁による

絹染色布の測色結果及び染色布の写真1．2を示した．生

花弁と乾燥花弁は殆ど染色性に差が見られなかった．濃

赤紫色のクィーン・オブ・ザ・ナイト及びキャシニーの未

媒染染布は，生花弁と同系統の色に染色され，媒染する

とCu塩の場合は緑色系に，クィーン・オブ・ザ・ナイ

トの場合はCr，Fe塩の場合も緑色系に染着された．キ

ャシニーはFe塩媒染では灰色に発色した．また表4に

示したカーネーションと花しょうぶの場合も同様に未媒染

染布は花弁に近い色に染着され，この場合は媒染による

色相の変化は少なかった．これは4種の花弁がもつ色素

本体の主成分（構造，図1参照）の違いで異なるものと

考えられた．アントシアニジンは3，5，7一トリヒドロキ

シー2一フェニルベンゾビリリウムを基本骨格として，

母核のフェニル環OH基，メトキシル基を持ち，これら

の数と結合位置が異なっている．媒染剤の金属イオンと

キレート結合を形成するのは，母核の3，4位に結合する

OH基であるといわれ1）4），．デルフィニジンはOHを3

個（3，4，5位）持つが，キャシニーやスケニヤの主成分

のペラルゴニジンと，花しょうぶの主成分のマルビジンは

配位結合を媒介とするOH基が少ない為に，媒染を行っ

ても，未媒染布と差がない色相を示すものと推測した・

そこでデルフィニジンを主成分とする花弁の場合に，媒

染で緑色に発色する点について予備実験を試み5），その

　色　素　　条　件　　P　H　　　鞭　料　　浴　比　処理温度　処珊時間　媒染剤

デルフ｛：）・ン：肩ン　　　　　　　　　　　　　（瓢）　　　　　　　（℃）　　　（分）

五．0．聖O　　　　染　　　　3．Oto　1

亘．5．0，5　　　　　色　　　 （塩酸浴）

2．00　　　　　謀

0　2．o　　　染

　5　　　50；1　　　SO

（0，冒，f，）

100：1　　　　　25　　　　　　　30　　　　t胃酢酸銅

　　　　　　　　Ixec酸飼

析した．図2によるとチューリップの緑の生葉の反射率

のピーク550nm付近と同様のピークが各染布に見られ，

既述のように染布の緑色はルチンの黄色とアントシアニ

ジンの青色の混合であると理解できた．ただし，これは

アントシアニジンとルチン成分の混合割合で黄緑～緑～

青緑色の範囲に発色されるものと考えた．図1に示す通

りカーネーション，花しょうぶの場合のアントシアニジ

ンはペラルゴニジン，マルビジンで構造の母核にOH基

が1個存在し，チューリップのデルフィニジンやシァニ

ジンと異なっている．表4で判るように媒染しても染着

色相は未媒染のものと類似していた．

　2．染布の反射率曲線

　図2～5に4種の花弁によって染めた染布の分光反射

率曲線を示した．クィーン・オブ・ザ。ナイト，キャシ

ニーによる染布の未媒染の染布と媒染布の反射率のピー

ク（主波長）を比較すると，未媒染510nm（補色），媒

染布485～576nmとなり，スケニアは未媒染635　nm

で，媒染すると短波長側にシフトし598ん680nmとな

る．花しょうぶは未媒染560nm（補色），媒染布470～

570nmであることが判った．
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表3．染色色相と染色堅ろう度
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表4．染色色相と染色堅ろう度

花弁の種類 剤染媒
色
た
維

　
れ

染
さ
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マンセル記号　　色相名
主波長
（nm）

アルカリ汗液 酸性汗液 洗 濯
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3．33R　・4．99／5．27小豆

1．13R　・4．62／5．42小豆

635　　　 3－4　2－3　　2　　　4　　2－3　2－3

602　　　2－3　3

617．8　　　2　　4

680～
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Cr

Fe

1．73BG　4．42／3．27　山藍摺
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ぶ　　青
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　乾燥花弁

Cu

Cr

Fe

1．47B　。4．3（）／2．59山藍摺

0．90GY・6．28／1．43松葉

8．30PB・4．36／3．14納戸

559（補）　　　1－2　　2－3　　2－3　　1－2　　2－3　　2－3

487．5　　　　　1－2　　　　3　　　　　3　　　　　2　　　　　3　　　　　3
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1　　4－5　4－5　　1

4　　4－5　4－5　　3

4　　5　　5　　3
2　　4－5　4－5　　1



染媒未

染媒eF

染媒UC

染媒rC

卜部澄子・松山しのぶ・松井正子・石尾清子

　　　　　　　　　　　　乾燥花弁

　　クィーンオブザナイト　　　　　　　キャシニー

写真1．染布の色相

　　（78）



未媒染

Fe媒染

Cu媒染

Cr媒染

アントシアニン色素の染色への適用

スケニア

乾燥花弁

写真2　染布の色相

　　（79）

花しょうぶ



（
°
。
O
）

（
戦
）

（
凝
）

80

60

40

20

80

　　　未媒染
………・・ bu媒染
一岬一 br媒染
　　　Fe媒染
　　　チューリップの葉

400 500

〆＿一一一・一．ノ

波　　長（nm）

600

図2．染色布の反射率曲線（クィーン・オブ・ザ・ナイト）

60

　　　・・……Cu媒染

　　一一一Cr媒染
40　－’画’－Fe媒染

20

700

．　400 500

．1！：’

波　　長（nm）

600

図4．染色布の反射率曲線（スケニア）

／。

700

80

A§　60

（
＆
）

40

20

80

60

40

20

…… bu媒染
　　Cr媒染
　　Fe媒染

400

一（．°『ヲ’急・r：

500

波　　長（nm）

600

図3．染色布の反射率曲線（キャシニー）

700

　　　　未媒染

　　　　Cu媒染

一一一 br媒染
一・一一 ee媒染

　6／．多

400 500 600

波　　長（nm）

図5．染色布の反射率曲線（花しょうぶ）

700

7
嬰
藤
申
・
苺
［
」
C
θ
翰
・
苺
＃
H
申
・
創
郵



アントシアニン色素の染色への適用
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　3．染色堅ろう度試験結果

　表3のチューリップ2品種による染布の結果を見ると，

未媒染染布の洗たく，汗に対する変退色の不良が目立ち，

汚染等級は比較的良好であったが，耐光堅ろう度も

劣弱であった．しかし媒染によって特にCu塩の媒染で

耐光堅ろう度は良好となり，変退色等級もCr塩媒染が

洗たく，汗に対してはやや不良であった．表4のスケニ

ア，マルビジンは洗たく，汗堅ろう度は変退色等級が劣

り，やはり汚染の等級は3又は4～5級が目立った．未

媒染と媒染との差が少なく，花しょうぶのCr塩媒染布

の洗たく，汗堅ろう度の変退色，汚染とも優れている状

態が目立ったが，耐光堅ろう度は3級程度であった．

　今回の染色布は染色回数が2回であり，染色回数の増

加によって堅ろう度が向上する可能性は考えられた．

ま　　と　　め

　1．生花弁花汁による染色の場合は，絹繊維の染着が

良好で，媒染によって緑色系に発色した．特に酢酸銅に

よる場合は，天然の葉の色と変わらない緑色で，古くか

ら緑は藍の青と黄色植物染料の混合染色で得ていたが，

含有成分が適当であると花によって直接緑色が染色され

ることが判った．

　2。乾燥花弁は，生花摘花後直ちに冷凍し，凍結乾燥

を行った為に，色素の破壊，変質が少なく，ほぼ生花弁

から水分が消失した状態と考えられ，染色性は生花弁の

場合と変わらなかった．生花弁は，開花時期に限って利

用することになるが，乾燥花弁は，冷蔵すると長期の保

存が可能である．

　3．生花弁，乾燥花弁の染液は40～50℃以上に加温

すると変化し，染色時間は40～60分が望ましい．

　4．生花弁，乾燥花弁による染色布は媒染を行わない

と堅ろう度は劣弱で（但し1～2回の染色回数），銅塩に

よる媒染で耐光は良好（但し花弁主成分の種類による）

であるが，洗たく，汗試験によって変退色したが，汚染

等級は良好であった．
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